
　すべての人は生まれながらにして自由・平等であり、人間として大切にされる人権とい

う権利をもっています。人権文化の町づくりに向けて、私たち一人ひとりが、人権問題に

ついて正しく知り、身近な問題として考え、行動していくことが大切です。

　この啓発冊子「けいかん」では、７月の福岡県同和問題啓発強調月間にあわせて本町で

開催した各種事業や、人権・同和問題地域懇談会などについて紹介していましたが、新型

コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、街頭啓発・市民講座・人権同和問題地域懇談

会が中止となり、従来どおりの「けいかん｣発刊が困難になりました。そのため2020(令

和２)年度第95回「けいかん」では、『けいかん』のあゆみと令和２年度の取組を掲載し

ています。
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　王塚古墳は1934年に発見、

1952年 国の特別史跡第１号に

指定され、毎年春と秋に特別公

開されています。王塚装飾古墳

館は、1994年に開館し、出土品

や石室のレプリカ（複製品）が展

示されています。　　
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王塚古墳

　1969年７月に「同和対策特別措置法」が施行され、1972年から中学校教科書に同和

問題が掲載されるようになりました。特別措置法から６年を迎えた1975年７月に

「けいかん」第１号を発刊しました。

 「けいかん」と名付けられたのは1975年の

創刊号に、『荊の冠を、早く桂の冠に変えたい

という願いからです』という理由が掲載され

ています。 

　また、第28号には、『部落差別を受けてい

た人々に被せられた荊の冠が、栄誉のシンボ

ルである桂の冠となって頭上に輝く日を願う一念からの発想にほかなりませんでした』と

いう記事も掲載されています。

　荊冠という文字は「犠牲者がその烙印を

投げ返すときが来たのだ。殉教者が、その

荊冠を祝福されるときが来たのだ」という

水平社宣言文に見ることが出来ます。部落

解放同盟旗（荊冠旗）にも荊冠が描かれて

います。

　この荊冠について当時の中学校の補助教材 ”にんげん”には『キリストがゴルゴダの丘

の十字架の上で荊の冠をおしつけられたその受難の象徴としての「荊冠」であり、部落大

衆に対する残酷な差別の現実を象徴している』とも記述されています。

　地域懇談会は、1971年に「部落の歴史」「教

科書問題」をテーマで２回行い、第３回から部

落問題について法律や同和事業、人権意識を

テーマに第30回まで行い、第31回から様々な

人権問題をテーマで懇談をしました。

『けいかん』のあゆみ

　王塚古墳は
どこにあるの？
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桂川町「王塚古墳」

１ ２



　推進員は最初町三役が助言者で３回行い、

第４回から「同和行政推進委員会、解放運動

推進委員会、学校同和教育推進委員会、社会

同和教育推進委員会」と記録係（役場職員）

の５名で2008年第38回まで、第39回から新

たに「桂川町人権・同和問題協議会、人権教育

啓発推進委員会、役場課長」と記録係として

役場係長で行ってきました。2016年から現在の推進員３名と記録係で行っています。呼

び名も最初は「部落問題懇談会」として始まり、第24回から「同和問題地域懇談会」第

29回から、「人権・同和問題地域懇談会」に変わっていきました。また、この年から体験

的参加型学習となり、推進員が参加者とテーマに沿って話し合う懇談会形式で行う様に

なりました。

　1981年福岡県が７月を同和問題啓発強調月間とさだめ、桂川町も1982年から桂川町

同和問題啓発強調月間とし、街頭啓発（町内３ヶ所、現在は町内５ヶ所)や講演会を行って

います。第１回の講演会は当時部落解放同盟中央本部書記長の上杉佐一郎氏の

「地域改善対策特別措置法について」の講演でした。

　市民講座は令和２年度で38回目、地域懇談会は50回目を迎えることになっていました

が、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止、令和２年度は啓発動画の作成や

啓発パネル展のみを行いました。５・６ページを参照してください。 

『けいかん』のあゆみ 年　表

推進員研修会の様子

７月 同和問題啓発強調月間懸垂幕

（桂川町公民館）

７月 同和問題啓発強調月間

街頭啓発（桂川駅）
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